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研究成果の概要（和文）：

本研究は、東アジアにおける失蝋法の出現・展開過程とともに、各地における鋳造技術の
技術基盤の解明を目的とし、考古遺物・鋳造技術・文献史料の調査研究を進めた。その結果、
「失蝋法」は、前 1000 年紀の段階に中国やその周辺地域で出現した点、ならびに失蝋法の
製作の対象となる製品や具体的な製作方法等が各地で異なっている点を指摘した。さらに、
冶金関連遺物の集成的な検討を進めたほか、同一の構造の製品を異なった製作方法・原型素
材で製作する「対照鋳造実験」を実施した。

研究成果の概要（英文）：
  The purpose of this research project is elucidating a development process of “Lost 

wax casting” in ancient East Asia, so the author did research on archaeological 
artifacts, casting technologies and documents. As a result, the author pointed a birth 
of  “Lost wax casting” in China and this periphery areas is first millennium B.C. 
And the author elucidated the objects made by “Lost wax casting” and their 
production process had many variations in each areas. The author also collected 
materials of metallurgical remains in each areas and did casting experiment for 
making completely same casting figures by several manufacturing processes and 
conditions. 
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１．研究開始当初の背景
中国における鋳造技術の展開過程を明ら

かにすることは、周辺地域である朝鮮半島や
日本列島の金属器文化の特質を考えるうえ

でも重要であると考えられる。本研究では鋳
造技術のなかでも失蝋法を取り上げ、中国を
中心に東アジアにおけるその出現と展開の
過程を明らかにすることを目的とする。
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失蝋法は、蝋型法、蝋模法などとも称され、
蝋製の模(原型)を用いて製品を鋳造する方法
で、熔模（消失型）鋳造の一種である。近年、
中国の青銅器時代における失蝋法の存在を
めぐり議論が行われ、現在も論争中である。
このような現状において、申請者は中国にお
ける失蝋法の出現に関する先行研究の見解
(出現年代、地域、歴史的位置付けなど)や透
空状紋飾を有する青銅製品の製作工程につ
いて、学史的な整理を行った。その結果、先
行研究の間では失蝋法の有無のみでなく製
作工程のさまざまな面において見解差があ
り、一度で鋳造する範囲や鋳接や銲接といっ
た接合法なども含め、製品ごとの製作工程を
明らかにするという課題があり、実物資料と
対照させた製作実験や笵の検討を行う必要
があることを指摘した。

２．研究の目的
前節で述べたような失蝋法に関する研究

の現状にもとづき、本研究は、東アジアにお
ける失蝋法の出現・展開過程とともに、各地
における鋳造技術の技術基盤の解明を目的
とし、以下のような課題を設定した。
(１)中国とともに、長城地帯、中国東北地域、

韓半島、日本列島、華南地域、東南アジア
など周辺地域にみられる失蝋法の出現年
代、伝播過程、金属技術体系の中における
失蝋法の位置づけ(比重度、ほかの技術との
関連等)、具体的な製作工程、失蝋法鋳造の
対象となる製品の種類などを整理し、中国
との関係を明らかにすること。東アジア全
体を視野に置いた失蝋法鋳造技術の系統
関係の解明が重要となる。

(２)現代の伝統的鋳造技術や文献にみられる
失蝋法の工程、材料などとの比較検討によ
り、古代における失蝋法の特質を明らかに
すること。

(３)先行研究において失蝋法による製品とい
う認定がいかなる方法・論理で行われてき
たかを検討 すること。

(４)技術の復原、出現年代や起源地などの問
題に関して、考古学・文化財科学などの分
野においてこれまでいかなる方法で検討
がなされてきたかを明らかにし、失蝋法の
問題に対する有効な検討方法を構築する
こと。

(５)東アジア各地域における鋳造技術の技術
基盤の実態を解明すること。
以上の①～⑤は、中国を中心とした東アジ

アにおける失蝋法の出現の過程を明らかに
するための基礎的作業として位置づけるこ
とができよう。

３．研究の方法
2009 年度から 2012 年度にかけて、中国・

日本・アメリカ合衆国の機関にて、「失蝋法」

製品を中心とした考古遺物の資料調査を行
い、その成果の整理・分析を進めた。また、
現代における伝統的失蝋法技術の調査や失
蝋法に関連する文献の集成作業も行った。さ
らに、従来の研究で提示された問題を検証す
るため、対象鋳造実験も実施した。

以上のように、本研究は考古遺物・技術・
文献のそれぞれの成果から構築したモデル
を相互に比較検討し、失蝋法の実態解明を行
うことを特色とした。中国青銅器などの資料
調査に関しては、日本所在の資料を含め、中
国人の考古・冶金史学研究者とともに実施し、
成果の共有化を図った。文献の資料集成・デ
ータベース化においては、大学院生の研究協
力者の協力を得て、作業を効率的に行うこと
を心がけた。

４．研究成果
以上のような調査研究により、以下のよう

な内容を明らかにすることができた。
(１)「失蝋法」の起源については、先行研究

の指摘通り、西アジアで発生し、中央ユー
ラシア経由で東アジアにもたらされた可
能性が有力である。前 2千年紀前半の中央
ユーラシア西部のセイマ・トルビノ青銅器
群の短剣に見られる動物・人物を表現した
造形を失蝋法によって製作されたものと
指摘されているが、失蝋法によって製作さ
れたと考えられる青銅器が本格的に長城
地帯にもたらされるのは、前 1千年紀のス
キタイ文化の影響を受けた、オルドス青銅
器文化の段階と考えられる。

(２)中国では、華北・華中地域において、紀
元前6世紀の春秋時代中期以降に出現した
可能性が高い。また、華南地域、東南アジ
ア、中国東北地域、韓半島などの周辺地域
では、前 1000 年紀後半の段階に失蝋法が
出現したと考えられる。ただし、失蝋法の
製作の対象となる製品や具体的な製作方
法等が各地で異なり、蝋や消失素材を用い
るという共通した鋳造技術が導入されな
がらも、その使用方法は非常に多様である
と考えられる。

(３)日本列島においては、古墳時代前期の中
国製の三角縁神獣鏡や 6世紀後半の群馬県
綿貫観音山古墳出土の銅瓶が失蝋法によ
るものとする意見もある。しかし、本格的
に導入されるのは6世紀末～7世紀ごろで、
金銅仏や唐式鏡の製作に失蝋法の使用が
想定され、仏教文化とともに失蝋法技術が
伝来したと考えられている。

(４)失蝋法と同様に、技術の地域間関係を解
明する上で重要な冶金関連遺物と考えら
れる、湾曲羽口について検討し、中国では
先秦期に 3形式の湾曲羽口があることを明
らかにした。日本の弥生時代にもたらされ
たのは、長城地帯に見られる形式であるこ



とを明らかにした。
(５)日本の奈良時代における、平城京の工房

遺跡と他地域の遺跡で出土する湾曲羽口
について検討し、それらの具体的な使用・
設置方法が地域間・遺跡間で異なっていた
可能性が高いことを指摘した。

(６)飛鳥・奈良時代の冶金関連遺物の集成的
調査を実施し、当該期には銅や鉄をはじめ、
ガラス・漆など複合的な生産活動を行う遺
跡が多数存在することを指摘した。

(７)製作方法・原型素材と実際の鋳造製品と
の関係を明らかにするため、同一の構造の
製品を異なった製作方法・原型素材で製作
する「対照鋳造実験」を実施した。その結
果、錫原型による溶解、鋳造が可能である
ことを確認したほか、原型素材の違いによ
って、大きさや表面の状態に若干の差異が
生じることを明らかにした。

(８)考古資料・鋳造実験・伝統的鋳造技術の
調査などによって、消失原型の素材が蝋以
外のものが存在した可能性が明らかとな
った。蝋に関しても、原型以外で使用する
ケースがあることも、鋳造技術者への聞き
取り調査で明らかとなった。
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